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義をあますことなく伝えている。   
為政者個人の嗜好が時代の主流となることは、北東アジア工芸のなかではよく論じられるところであるが、
    
 
管見のかぎり日本工芸史のなかではさほど取り上げられてこなかった視点でもある。本論で明らかにされた、
いわば「家康様式」の実像は、文字資料のなかでは導き出しえない、工芸研究においてのみ導き出される成
果といえ、今後、史学研究における工芸史研究全体の価値をも底上げしていくものであろう。以上の理由を
もって、福島雅子氏の論文は博士学位にふさわしいものと評価した。 
